
会長／若麻績信昭　幹事／西沢　徹　クラブ会報委員長／藤澤克彦
SAA ／南　信行　副 SAA ／狩野　土

例　会
事務局

毎週金曜日　12:30 ～ 13:30　ホテル国際２１
〒380-0838　長野市県町 576　ホテル国際 21 内

☎026（235）2800　FAX026（235）0016
e-mail:nwrc1987y@sweet.ocn.ne.jp

長野西ロータリークラブ

会長挨拶	 若麻績信昭会長
兵矛無用（ひょうがむよう）
今月は経済と地域社会の発展

月間・米山月間です。
ロシアのウクライナ侵攻に伴い
世界的に緊張が高まっています。
報道で伝えられる現地の凄惨な状

況に胸が締めつかれる思いをしているのは、私だけで
はないでしょう。
「兵矛無用」とは「兵や武器は要らない」の意味で、

善光寺の「御開帳」の「回向柱」のにも描かれて
いる「祝聖文（しゅくしょうもん）」の一部で、全文は「天
下和順（てんげわじゅん）日月清明（にちがつしょうみょ
う）風雨以時（ふうういじ）災麗不起（さいれいふき）
国豊民安（こくぶみんあん）兵矛無用（ひょうがむよう）
崇徳興仁（しゅとっこうにん）務修禮譲（むしゅらいじょ
う）」その内容は「天下泰平で太陽と月は清らかに
明るく照らし、風と雨も時に応じ、災害と疫病も起きず、
国は豊かに人々は安らかに過ごし、兵や武器を用い
る争いごともなく、人々は徳を高め、仁を尊び、努め
て礼儀と謙譲の道を修めます」の感じになります。
戦争は政治や宗教などが、複雑に絡み合い争いご

とに発展してしまいますが、二千五百年前、お釈迦
様が説かれた、この一節はまさに人類が豊かに生きる
ための世界共通の真理だと、今改めて感じます。
「攻撃と支配」ではなく「礼儀と謙譲」を
御十夜
あの厳しかった残暑もようやく終わり、秋の深まりを
感じさせるこの頃、全国各地の浄土宗寺院を中心に「十

世界に希望を生み出そう
CREATE　HOPE　in　the　WORLD

夜法要」が営まれます。
善光寺でも昨日から14日まで、十日間19時から十夜

法要が行われています。
この法要は明応四（1495）年浄土宗大本山鎌倉
光明寺祐崇（ゆうそう）上人と後土御門（ごつちみかど）
天皇陛下とのご縁がきっかけだと言われています。
その頃世の中は、応仁の乱等で乱れ、庶民の生
活は困窮していました。天皇陛下は祐崇上人に、庶
民を救い方の教えを願った時、浄土宗の「無量寿経」
という経典の中に「煩悩や誘惑の絶えないこの娑婆
世界で、十日十晩善行を積むことは、極楽浄土で千
年に渡って善行を修めるよりも優れている」と説かれ、
近くの僧侶と共にお経を唱えると天皇陛下は感激し光
明寺で「十夜法要」を務める勅許を与えたそうです。

幹事報告	 西沢　徹幹事
・次週14日は、北信第一グループIM・会員セミ
ナーとなります。ご参加される皆様は12：30に
メトロポリタン長野の２階にご集合お願い致し
ます。また、13日㈮の例会を振替ております。

・先日、ロータリー森林(もり)例会のご案内を
お送り致しました。今年度は、初めて申請しま
した青少年育成基金助成金事業となります。長
野女子高等学校インターアクトクラブの皆さん
と森林(もり)活動を行います。是非ご家族も
お誘いいただき、大勢の方のご参加お待ちして
おります。27日㈮の例会を振替ております。ま
た、11月４日の親睦ゴルフコンペのご参加もお
待ちしております。

第1679回例会	2023年（令和	5	年） 10月 6日（金）ガバナー補佐事前訪問例会
第1680回例会	2023年（令和	5	年） 10月 14日（土）IM・会員セミナー



出席・ニコＢＯＸ報告	 青木　宏例会運営委員長
10/6（会員28名）出席19名　出席率67.86％

☆全員からガバナー補佐を歓迎
して1,000円ずつ☆
・青木　宏さん・藤澤克彦さん
・伊東義次さん・狩野　土さん
・南　信行さん・村田弘志さん
・中野欣哉さん・西沢　徹さん

　・太田裕志さん・佐藤吉朗さん・清水光朗さん
　・高橋英司さん・竹村利之さん・轟　修平さん
　・若麻績信昭さん・山本博昭さん
・若麻績信昭さん・南　信行さん☆湯本ガバナー
補佐、ようこそいらっしゃいました。ありがと
うございます。

・西沢　徹さん☆湯本ガバナー補佐本日はありが
とうございます。協議会も併せて宜しくお願い
致します。

・狩野　土さん☆９月は薬草採取のため大変失礼
しました。10月以降頑張ります。

・伊東義次さん☆湯本ガバナー補佐ようこそ西
RCへ。

・清水光朗さん☆信昭会長、拙い挨拶で申し訳ご
ざいませんでした。湯本ガバナー補佐、ようこ
そ西RCへ。

　・合　計　 30,000円　・スヌーピー　3,862円
　・累　計　183,927円

湯本ガバナー補佐からのお話の後、15分間次期
幹事の南さんと旧知の仲であるガバナー補佐との
対談が行われました。30名を切った会員数でお互
いのクラブ運営についての悩みなど率直なディス
カッションが行われました。
10月１日に佐久の交流センターで会長エレク
ト・次期幹事研修会がありました。そこで、古川
パストガバナーから講義を頂きました。ショッキ
ングなお話の内容一部を皆様にお配りしました。
それについてここで、本年度ガバナー補佐と対談
してみようかと思っております。私自身疑問点が

10 月のお祝い事	 おめでとうございます

＜会員誕生記念＞　藤澤克彦さん　瀧澤　聡さん
　　　　　　　　　若麻績信昭さん
＜夫人誕生記念＞　南ゆき子さん　藤澤由佳子さん
＜結婚記念会員＞　池田修平さん　西沢　徹さん
　　　　　　　　　高橋英司さん

ゲスト　湯本浩司ガバナー補佐（須坂RC）
ビジター　藤沢秀樹ガバナー補佐幹事（須坂RC）

ゲ	ス	ト	卓	話　		湯本浩司ガバナー補佐

起こりましたので、北信第一グループで幹事・会
長と一緒にやった旧知の仲の湯本ガバナー補佐に
色々とお伺いしてみようと思っています。

10	/	20　本日のプログラム

折井正明ガバナー公式訪問例会

「第2600地区基本方針等について」

・10月のロータリーレートは、1ドル149円です。
・10月１日第１回会長エレクト・次期幹事研修会
が佐久で行われ、中島会長エレクト、南次期幹
事が出席されました。
・地区より「モロッコ地震」及び「ハワイマウイ
島火災」に対する義援金の口座開設のお知らせ
がございました。皆様の温かいご支援お願い致
します。
・米山奨学会に対する申告用領収書のご希望の方
は、事務局までご連絡いただくか、入り口でご
記入ください。



北信第一グループには、７クラブあります。当
クラブも30名を切り大変だと感じていましたが、
この資料を見ると長野RCさん以外は、30名ない
し30名をほとんど切っております。2600地区で見
ると、52クラブ約1,800名です。20年くらい前一
番多い時には3,300名おりましたので、半分近く
減少していることになります。また、20名を割っ
ているクラブは14クラブありますが、本来であれ
ば国際ロータリーから地区の方に会員拡大等面倒
を見なさいという内容があるわけですが、この様
な現状となり当クラブも将来的に心配なのはこの
ような状況です。会長・幹事を経験してきました
が、現在の会費で30名を割ると会計が厳しくなり、
運営が出来なくなります。大体最低で32名です。
現在、会員減少が進んでいる状況を地区は、ど
のように考えていますか？
Ｇ補：地区としても2,000名を切ると地区が維持
できないという危機感を持っております。このま
までいくと、他の地区と合併をしなくてはならな
い状況になってくるかと思います。地区としまし
ては、お一人一名ずつ連れてきていただいて、と
にかく2,000名に増やしましょう。とお願いをし
ている現状です。10％アップ会員増強してほしい。
というガバナーのお考えです。
　今現在、当クラブと人数がほぼ変わりませんが、
会費はいくらでクラブ運営はいかかでしょうか？
Ｇ補：年会費20万円です。33名を割るところが損
益分岐点です。そうなると奉仕活動が出来ず、ほ
ぼ固定費で終わってしまうことになっております。
夜間例会の会費の値上げをし、特別会費を上げて
本会計少しでも残るようにしております。
　当クラブでは、年会費24万円の他奉仕活動費と
して２万円集めております。ニコニコＢＯＸへは、
２万円と例会でのニコニコＢＯＸの投入金を合わ
せて奉仕活動費として使用し、基本的に会費は奉
仕活動には使用しておりませんが、取り崩し等無
しで運営していますでしょうか。
Ｇ補：取り崩しまでは行きませんが、奉仕活動自
体大規模な事業は出来ないですし、交換留学生も
ここ数年受け入れ出来ない状況です。先日、戸倉
上山田ＲＣさんに訪問した際にびっくりしたこと
があり、お一人大体５万円以上されていてそれを
ニコニコＢＯＸに投入し、交換留学生を受け入れ
ている形をとっていらっしゃり、非常に素晴らし
いと思いました。須坂RCでも現在２万円の目標

額を立て運営していますが、残念ながら毎年目標
額には届かない形です。それを改善する方法がな
いかと思っておりましたら、長野南RCさんの例
会にお邪魔した際に、ニコニコＢＯＸの報告に金
額と目標に対しての達成率も発表しておりまして、
非常に良い案だと思いクラブでも使っていけたら
と思っております。
　財団寄付と米山寄付についてですが、財団寄付
は一人150ドル、米山寄付は２万円で入会した当時
は強制のような感じでしたが、現在目標に達しな
いクラブも増えていますがよろしいのでしょうか。
Ｇ補：寄付をしなくてよいのかと言われて、いい
んですとは言えない立場におります。是非米山寄
付は２万円、財団寄付は150ドルしていただきた
いと思います。先日お亡くなりなられた望月ガバ
ナーは、「一生懸命仕事をして利益を出して、そ
の一部をロータリーに寄付をして下さい。」と話
をされて目から鱗が落ちました。財団寄付は、使
い勝手が悪く自分たち独自でお金を集めて事業を
した方が良いのではないかとずっと感じておりま
したが、地区補助金小委員会に出向し、自分のク
ラブだけを考えるのではなく、ロータリーは世界
を考えているのだから、是非150ドルは集めるよ
う努力するよう言われてしまいした。150ドルが
ちょうど境目となり、150ドル以上ですと加点に
なり、150ドル以下ですと補助金が減ってしまう
という形を地区でもとっておりますので、是非、
お願いでしかありませんが一生懸命仕事をして、
その一部を寄付していただければ幸いです。
ありがとうございました。短い時間の中で、聞

きたいことをお答えいただきましてありがとうご
ざいました。

10月28日㈯　ロータリー森林（もり）例会
　　　　　　27日の例会を振替
11月３日　　休会（法定休日に基づく休会）
11月11日～12日　地区大会
　　　　　　　　於：キッセイ文化ホール
　　　　　　　　10日の例会を振替
11月17日㈮　ゲスト卓話　
11月24日㈮　休　会（定款に基づく休会）

例　会　案　内



 

第1680回例会　北信第一グループIM・会員セミナー
10月14日㈯　須坂RCホスト

於：ホテルメトロポリタン長野　出席：会員７名

ガバナー補佐とのクラブ協議会　　　　　　　　
例会後13：40よりりんどうの間にてガバナー補
佐とのクラブ協議会が行われました。

10月14日㈯西RCからは７名が参加し、北信第
一グループのIMセミナーが須坂RCの設えによ
りホテルメトロポリタン長野で開催されました。
友愛の広場に入ると、生まれつき左手が不自由
で、それでも負けず３才から鈴木氏に師事してき
たバイオリニスト「牧美花さん」の演奏が華やか
な雰囲気をかもし出し、藤井蒼汰棋士が須坂で食
した「一万石」がテーブルに置かれ、参加者たち
は予期せぬ出会いに感銘を受けていました。
会員セミナーでは「ポリオ根絶で未来に希望を」
と題し、伊藤パストガバナーが講演されました。
「感染すると未だ死に至るケースがある「ポリオ」
が消滅しそうになると、どこからともなく感染の
ニュースが流れてきて、100％根絶とは中々行か
ないのが現状です。しかし、誰かが声を上げなけ
れば「ポリオ」は再び流行の病になってしまう。
ロータリークラブはポリオ根絶に向け寄付を続け、
いつかポリオが根絶する日が来ることを期待して
いる。」と力強く講演されました。
IMセミナーでは、第一生命経済研究所の首席

エコノミスト永濱氏が、「コロナ禍後の地域の未
来展望」と題し、「日本はバブル後のハンドリン
グを間違え、世界から取り残された状態になって

いる。更に円安によってすべての面に置いて世界
との差がますます開いている。コロナ禍が開けた
日本は回復の兆候が見えない状況にある。」と非
常に厳しい講演をいただきました。明るい未来は
果たして来るのでしょうか・・・？
謝礼は須坂RCの湯本ガバナー補佐のものすご

く切れるのこぎりと、それを使って収穫したシャ
インマスカットをお持ち帰りいただきました。
★西RCでも会長・幹事の独断により、良く切れ
るのこぎりを５本購入し、森林例会に持っていく
ことにしました★
懇親会の部では厳しい講演もどこ吹く風！みん

な顔を赤らめ美味しいお酒と、満腹な料理に舌鼓
を打ち、少し寒くなった夜の街へと向かいました。
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

報告・写真撮影：西沢　徹幹事


